
１．はじめに

就学前の自閉症スペクトラム障害（ASD）の子

どもに対する早期介入は国内外で次第に裾野を広げ

つつある。早期介入の効果測定には通常、治療者に

よる評価を用いるが、それ以外に「親の目」を評価

者に据えた判定方法を想定することも可能である

（図１）。しかし、これまでの早期介入プログラムの

効果検証は治療者、あるいは治療者とは独立した評

価者によってなされることが多かった。本研究では、

ASDに対する早期介入の効果を親の目を通して検

証する。

図１　早期介入の効果判定

２．方　　法

調査対象は、当センターの知的障害児通園で早期

介入を受け08年４月に就学したＡＳＤの子ども31

名であった。調査対象全員が就学直前まで療育を受

けていた。早期介入の期間は平均３年４ヵ月（最短

が１年11ヵ月：23ヵ月、最長が４年２ヵ月：50ヵ

月）であった。早期介入が終了した直後に、対象の

子どもたちの親に対して「卒園にあたってのアン

ケート」を手渡し、記入したものを郵送にて回収し

た。調査対象31名中、28名から回答が得られ、回

答率は90.3％であった。本研究の対象は、アン

ケートが回収された28名とした。診断は全員が

ASDであり内訳は小児自閉症が19名、その他の

ASDが９名であった。早期介入を開始する前の知

能検査では、ＩＱ70以上が7名、70未満が21名で

あった。

アンケートの中に、子どもの発達や行動に関する

24の質問項目をもうけた（表１）。質問項目には、

日常生活動作、認知発達、社会性の発達や集団行動、

言語やコミュニケーションの発達、運動発達、遊び

などのカテゴリーをもうけた。親に24項目すべて

について「子どもの問題は改善したか、受けた療育

には満足したか」をそれぞれ５段階評価してもらっ

た。今回は、改善に関する回答に注目して調査した。

表１　アンケートの質問項目（24項目）
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３．結　　果

まず、アンケート調査の結果から「心配率」を求

めた。ここで「心配率」とは、「その項目について

は介入前から問題があった」と回答した割合のこと

を指す。心配率は、全項目が50％以上であり、半

分以上の項目は実に90％以上を占めていた（図２）。

図２　各項目の「心配率」

その中で、「オムツがとれた」などADLや生活面に

関連する項目は比較的心配されることが少なく、一

方、認知発達や言語に関連するもの、社会性の発達

や集団での行動に関連する項目は、全ての親が「心

配があった」と回答した。

次に、「介入前からもともと問題があった」と回

答した親に対して、各項目についてどれくらい改善

したかを質問した。４分の３以上の親が大部分の項

目について「改善」、または「やや改善」と回答し

た（図３）。

図３　各項目の「改善／やや改善」回答の割合

次に、さきほどのグラフから「やや改善」の回答

を除外して「改善した」と回答した割合のみに注目

し、これを「改善率」と定義した。改善率の一覧を

みると（図４）、改善率が高いものには「全体の発

達をうながせた」、「認知発達をうながせた」といっ

た項目があった。一方改善率が低いものには、「社

会性が身についた」、「集中力がついた」、「問題行動

が減った」、「体力がついた」、「感覚の過敏さが改善

した」、「偏食、小食、むら食いが改善した」といっ

た項目があった。このように７割近くの親が改善し

たと述べている項目もあれば、１割程度の親しか改

善したと回答していない項目もあった。

図４　各項目の「改善率」

心配率を横軸、改善率を縦軸にとり、24項目の

散布図を描いてみると、各項目によってばらつきが

みられた。そこで図５のように分割線を設けて散布

図を分割した。改善率は50％で分割した。心配率

は、質問票作成の段階で、心配をする人が多いだろ

うと予想される項目を選定しており、実際にすべて

の項目が50％以上であったため、分割線を75％と

した。

図５　「心配率」と「改善率」



心配率と改善率による散布図を３つのゾーンに分

けた（図６）。Ａゾーンは改善率が高いもので、こ

れを「案ずるより産むがやすし」のゾーンとした。

改善率が低く、心配率も低いものをＢゾーン（「降

ればどしゃぶり」ゾーン）とした。改善率が低いも

ののうち、心配率が高いものをＣゾーン（「一筋縄

ではいかない」ゾーン）とした。

図６　３つのゾーン

Aゾーンに含まれる項目には、全体の発達をうな

がせた、認知発達をうながせた他、ADLに関する

９項目が含まれていた。Bゾーンに含まれる項目に

は、感覚過敏が改善した、体力がついたなど４項目

あった。Cゾーンに含まれる項目は、社会性が身に

ついた、集団生活に適応できるようになった、友だ

ちと遊べるようになった、など６項目あった。また、

卒園時点のＩＱが70以上の群13名についてみると

（図７）、社会性やコミュニケーションの発達のほか、

集中力や問題行動といった項目は知能が比較的高い

群でみても改善が難しかった。また、感覚過敏の問

題などはＩＱが70以上の群でも「降ればどしゃぶ

り」パターンであり、心配がある場合にはなかなか

図７　ＩＱ70以上の群

改善しない項目であった。今回の調査ではＩＱが高

い群の人数が少ないという限界はあるものの、

ASDの場合これらの項目は知能水準とはあまり関

係ないことが示唆された。

次に、治療者側による評価のうち、知能検査の結

果についてのみ示した。早期介入の前後で知能指数

の変化を比較すると、全体的に右肩あがりの結果と

なった（図８）。自閉症では４歳と５歳のＩＱはそ

の後も安定し、３歳より前の知能検査の結果は不安

定なことがいわれている。介入前の知能検査を4歳

0ヵ月以降に行っており、かつ介入前後の知能検査

が測定可能であった13名について早期介入前後で

のＩＱの比較をするため、対応のあるサンプルのＴ

検定を行ったところ、１％水準で早期介入終了時に

有意なＩＱの上昇が認められた。

図８　早期介入の前後でＩＱを比較

４．ま と め

親の目からみて、早期介入をうけたＡＳＤ幼児は

どの項目も総じて改善した。「心配率」と「改善率」

の関係から、各項目は３つのパターンに分類され、

幼児期のうちに改善する項目、幼児期のうちに改善

しにくい項目があった。特に社会性やコミュニケー

ションの発達に関する項目はＩＱの水準にかかわら

ず幼児期のうちに改善しにくかった。

今回の研究ではコントロール群を設定していない

ため、この改善に早期介入の効果がどれだけ関与し

ているのかを特定することは困難である。ただし、

幼児期に改善する発達・行動が比較的多くある一方

で、密な早期介入をうけていてもなかなか改善しな

いものもあることが示唆された。治療の方針として

は、幼児期に改善するものは定期的なフォローアッ

プを行い、幼児期になかなか改善しなかったものは
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学齢期も引き続き介入を継続すると共に、教育との

連携にいかにつなげていくかが重要である。また

ASDの場合、幼児期にはまだ顕在化していない発

達・行動上の問題が、学齢期に初めて出現すること

があるかもしれない。今後、主に発達心理学や精神

病理学の観点からその出現をできるだけ予測し、タ

イムリーな介入へつなげていく治療戦略をより体系

化していきたいと考えている。

〔第49回日本児童青年精神医学会総会

（2008年11月５日～７日、広島市）にて発表〕
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